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株式会社 フォーカスシステムズ

２０１１年１１月２８日（月）

2012年3月期

（第３６期）

第２四半期第２四半期決算決算 補足説明補足説明資料資料

本資料は、2011年11月10日現在において入手可能な情報、及び将来の業績に与える不確実な要因に係る2011年11月28日現
在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
従って、当社として、その確実性を保証するものではありません。

（証券コード : 4662）
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△ 2523175200152セキュリティ機器関連
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△ 120

288

対計画
増減額

△ 2252,1502,2702,375公共関連

5173,2622,8302,745民間関連

△ 44△ 94△ 110△ 50純利益

21△ 94△ 110△ 115経常利益

18△ 81△ 90△ 99営業利益

3165,5885,3005,272売上高

対前期
増減額

2012/3期
上期 実績

2012/3期
上期 計画

2011/3期
上期 実績

（単位：百万円）

売上高・営業利益・経常利益共に、対前期比改善。ほぼ計画通りに推移

新経営体制の下、事業本部制に移行することによる、組織間の連携強化

経営効率の向上によるコスト適正化

民間関連事業の既存顧客からの継続的な受注と取引拡大

上半期業績概要上半期業績概要
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2011/3期
（35期）期末

6,0794,575純資産合計

4,1084,567株主資本合計

9,173
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2011/3期
（35期）第２四半期

△46利益剰余金

1,468資本剰余金

△219自己株式

1,970評価・換算差額等

（純資産の部）

12,456

2,905

6,377

3,236

3,141

12,456

4,297

54

3,786

8,138

4,318

2012/3期
（36期）第２四半期

（負債の部）

流動負債

固定負債

負債合計

資本金

負債、純資産合計

資産合計

投資その他の資産

無形固定資産

有形固定資産

固定資産

流動資産

（資産の部）

区分

総資産は、前事業年度末と比較して、2,327百
万円増加しております。

流動資産は、現預金増155百万円、仕掛品増
188百万円、および売掛金減404百万円を中心
に、前事業年度末と比較して121百万円減少
しております。

単位：百万円

固定負債は、長期借入金増267百万円、繰延
税金負債増981百万円を中心に、前事業年度
末と比較して、1,197百万円増加しておりま
す。

固定資産は、投資有価証券増2,410百万円を
中心に、前事業年度末と比較して2,449百万
円増加しております。

貸借対照表貸借対照表
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2011/3期
（35期）第２四半期
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△86

△327

156
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△171

47
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△150

614

463

4,941

5,405

2010/3期
（34期）第２四半期

－法人税等

△94

△94

－

－

△94

45

31

△81

593

512

5,075

5,588

2012/3期
（36期）第２四半期

経常利益または損失(△)

特別利益

特別損失

税金等調整前四半期純利益

または損失(△)

純利益または純損失(△)

営業外費用

営業外収益

営業利益または損失（△）

販売費及び一般管理費

売上総利益

売上原価

売上高

区分

売上は一民間関連事業の受注拡大が貢献
し、316百万円増収になりました。

今期は、当初より中間期の業績を損失と
して予想していたため、税効果会計は適
用しておりません。

単位：百万円

前年同期比改善してほぼ計画通り推移し
ました。

損益計算書損益計算書
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区分 36期第２四半期（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 108

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー △79

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 106

Ⅳ 現金および現金同等物の増加額(△は減少) 135

Ⅴ 現金および現金同等物の期首残高 1,662

Ⅵ 現金および現金同等物の四半期末残高 1,797

Ⅰ 営業活動による
キャッシュ・フロー

たな卸資産の増加187百万円および法
人税等の支払額157百万円があったも
のの、売上債権の減少404百万円およ
び賞与引当金の増加149百万円等によ
り、営業活動の結果得られた資金は
、108百万円となりました。

Ⅱ 投資活動による
キャッシュ・フロー

貸付金の回収による収入10百万円が
あったものの、保険積立金の積立に
よる支出38百万円および有形固定資
産の取得による支出30百万円等によ
り、投資活動の結果使用した資金は
、79百万円となりました。

Ⅲ 財務活動による
キャッシュ・フロー

長期借入金の返済571百万円および自
己株式の取得による支出219百万円が
あったものの、長期借入れによる収入
950百万円等により、財務活動の結果
得られた資金は、106百万円となりま
した。

Ⅵ 現金および現金同等物の期末残高

上記の結果、当第２四半期累計期間末における現金および現金同等物は、期首に比して135百万円増加し、1,797百万円と
なりました。

キャッシュキャッシュ ・フロー・フロー
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△81△5865052328174セグメント利益又は損失

△1.45%

5,588

四半期損益計算書
計上額（注２）

－

－

調整額

（注１）

合計
報告セグメント

2012/3期（36期）

第２四半期

9.04%1.64%10.07%8.09%利益率

5,5881753,2622,150売上高

セキュリティ機器
関連

民間関連公共関連

2012/3期 第２四半期売上高

民間関連
58%

公共関連
39%

ｾｷｭﾘﾃｨ
機器関連

3%

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額△586百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益または損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

（百万円）

セグメント情報セグメント情報
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422152736325沖電気関連

15842126279504日本IBM関連

341,880301,607311,685その他

1005,5881005,2721005,405合計

663,708703,665693,719小計

315831543136ＣＴＣ関連

424152574211NTT関連

402,244452,351472,541NTTデータ関連

シェア（％）売上高（百万円）シェア（％）売上高（百万円）シェア（％）売上高（百万円）

2012/3期（36期）第２四半期2011/3期（35期）第２四半期2010/3期（34期）第２四半期
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0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

34期2Q 35期2Q 36期2Q

ＮＴＴ

日本IBM沖電気

NTTD

CTC

その他

36期2Qの顧客先別シェアー5,405 5,272
5,588

主要顧客別売上高推移主要顧客別売上高推移
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90

当期純利益

（百万円）

10円 00銭20025011,800期初計画

経常利益

（百万円）

１株当たり

年間配当金

営業利益

（百万円）

売上高

（百万円）

2012/3期（第36期）

通 期

2020112/32/3期（期（第第3636期期）） 通期業績予想通期業績予想
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経営ビジョン

企業理念

「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、
未来のより良い環境作りに貢献する。」

私たちは、以下の３つの責任を果たしていきます。
１．個人責任

人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
２．企業責任

社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
３．社会責任

お客様、投資家、株主様から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

企業理念企業理念
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①営業活動の強化

②各組織間の連携強化

③事業の優先順位の明確化

④環境の変化への対応

⑤人材育成およびブランドイメージの向上

今期今期経営経営方針方針
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（公共関連事業）
①ＮＴＴＤ関連業務は、現状の業務量を維持しつつ、さらに顧客の

信頼度向上を図るとともに、外国をユーザーとするＮＴＴＤの海外
展開に参入を目指す。

②元請になるための営業を推進する。
（民間関連事業）

③独立系の強みを生かし、元請業務の拡大を目指す。

④他社との連携も視野に入れた、自社製品の開発を行う。
（セキュリティ機器関連事業）

⑤海外ベンダーとの連携を強化しつつ国内Ｎｏ．１のフォレンジック
ベンダーを目指す。

⑥新規分野の情報収集と、各本部、各室との連携強化による新規
事業への展開を図る。

（全社的に）
⑦特化した技術、先端技術を持つ社員の育成、及びそれに伴う投

資を行う。

経営経営戦略戦略
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Ⅵ.ご 参 考

1.グループ会社 事業概要

2.当期トピックス

3.各種データ
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グループ会社の事業概要

（株）イノス

九州にあるソフトウェア会社
本社：熊本県熊本市
支社：福岡県博多区

事業内容

ソフトウェアの開発、ソフトウェアパッケージの開発・販売、コンサルテーション

C4Backup/400の開発は(株)イノスが担当しました。

△26,826△26,262367,64620.0（平成23年9月）

純利益

（千円）

経常利益

（千円）

売上高

（千円）

持分

（％）
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平成２３年４月４日
自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ

（会社法第１６５条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得）

当社は、平成２３年４月４日開催の取締役会において、会社法第１６５条第３項の規定により読み替えて適用
される同法第１５６条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしましたのでお知らせいたします。

記
１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

２．取得の内容
（１）取得対象株式の種類 当社普通株式
（２）取得する株式の総数 ２５０，０００株（上限とする）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 3.06％）
（３）株式の取得価額の総額 １００，０００，０００円（上限とする）
（４）取得する期間 平成２３年４月５日～平成２３年７月３１日

（ご参考）平成２３年４月４日時点の自己株式の保有
発行済株式総数(自己株式を除く) ８，１４６，４７１株
自己株式数 ０株

以 上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年５月１２日
株式会社オクトーバー・スカイと販売代理店契約を締結

当社は本日、株式会社オクトーバー・スカイ（本社東京都府中市寿町1-8-1 寿町KYビル）と、同社の最
適化製品群（Gurobi Optimizer、AIMMS、AMPL等）について、販売代理店契約を締結致しましたので、下
記の通りお知らせいたします。

１ 販売提携の目的
フォーカスシステムズは、１９７７年に受託ソフト会社として設立以来、時代とともに変化する社会の

ニーズに応えながら、幅広い産業分野における多彩なソリューションを開発・提供して参りました。
情報セキュリティ事業、ITサービス事業、システムインテグレーション事業では、最先端IT技術をベー

スにした新しいシステム構築、システム・アーキテクチャなどのソリューションを創造し、トータルに提
供しておりますが、物流・運輸、金融、製造、スマートグリッド等の多方面において限りあるリソース
（経営資源）をどの様に最適に配分（配置）し、活用すれば、コストや所要時間、マンパワー等を最小限
とし、その結果から最大の収益を得ることができるかが今後の課題となっている現状に対応してゆくため
に、また、計画策定部門や経営陣にとって複雑な問題を解決すべき際の最適な意志決定は何かという命題
に対して、より迅速な支援を行うツールとして、フォーカスシステムズは、世界最高速の最適化エンジン
であるGurobi Optimizerや最適化モデリングツール AIMMS の日本国内総販売権を持つ株式会社オクトー
バー・スカイの販売代理店としてこれらの製品を販売してゆくことに致しました。また、これらの最適化
製品を適用した各種システムの開発も受託致します。
フォーカスシステムズは、Gurobi Optimizer等を駆使し新たなソリューションを創造します。

２ 販売提携の内容
（１）株式会社オクトーバー・スカイ製品の販売代理店
（２）当社と株式会社オクトーバー・スカイとの販売活動における相互の協力関係の構築
（３）株式会社オクトーバー・スカイによる最適化モデル設計支援と開発技術支援

以上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年５月１２日

資本準備金の額の減少に関するお知らせ

当社は、平成２３年５月１２日開催の取締役会において、平成２３年６月２９日に開催を予定している定時株主総
会に、下記のとおり資本準備金の額の減少について付議することを決議いたしましたのでお知らせいたします。

記
１．資本準備金の額の減少の目的

今後の資本政策の機動性を確保するため、会社法第448 条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少し、
その他資本剰余金に振り替えるものです。

２．資本準備金の額の減少の要領
(１) 減少すべき資本準備金の額

資本準備金の額1,249,999,790 円を500,000,000 円減少して、749,999,790 円とする。
(２) 資本準備金の額の減少の方法

1) 減少する準備金の額 資本準備金 500,000,000 円
2) 増加する剰余金の額 その他資本剰余金 500,000,000 円

３．資本準備金の額の減少の日程
(１) 取締役会決議日 平成２３年５月１２日（木曜日）
(２) 債権者異議申述公告日 平成２３年５月２４日（火曜日）
(３) 債権者異議申述最終期日 平成２３年６月２４日（金曜日）
(４) 株主総会決議日 平成２３年６月２９日（水曜日）
(５) 効力発生日 平成２３年６月２９日（水曜日）

４．今後の見通し
本件は、「純資産の部」の勘定内の振替処理となりますので、当社の純資産に変動はなく、当社の業績に与える

影響はありません。
なお、上記内容につきましては、平成23年6月29日開催予定の当社定時株主総会において承認可決されることを

条件といたします。
以 上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年５月３０日

自己株式取得に係る事項の一部変更に関するお知らせ
（会社法第１６５条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得）

当社は、平成２３年４月４日開催の取締役会において、会社法第１６５条第３項の規定により読み替えて適用さ
る同法第１５６の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしましたが、平成２３年５月３０日開催の取締
役会において、取得する株式の総数および取得価額の総額を変更することを決議いたしましたのでお知らせいた
します。

記
１．変更の理由

取得価額の総額が上限に迫ったため、取得する株式の総数および取得価額の総額を変更するものであります。

２．変更内容
変更箇所は下線で示しております。

変更前 変更後
(1)取得する株式の種類 普通株式（変更なし）
(2)取得する株式の総数 ２５万株（上限） ４０万株（上限）

（発行済み株式総数(自己株式を除く。)に対する割合 3.06％） 4.91％
(3)取得価額の総額 １億円 ２億円
(4)自己株式取得の日程 平成２３年４月５日～平成２３年７月３１日（変更なし）

（ご参考）

１．平成２３年４月４日開催の取締役会決議に基づき平成２３年４月３０日までに取得した自己株式の累計

・ 取得株式数 １１７,８００株

・ 取得総額 ６３,７２５,２００円

２．平成２３年４月３０日時点の自己株式の保有

・ 発行済株式総数（自己株式を除く） ８,０２８,６７１株

・ 自己株式数 １１７,８００株

以 上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年６月１日

Passware Kit Forensic の独占的販売契約締結

日本語版製品を6 月1 日販売開始

株式会社フォーカスシステムズ（東京都品川区、代表取締役社長：森啓一）はこの度米国Passware Inc,（米国カリフォ
ルニア州マウンテンビュー、CEO: Dmitry Sumin）のフォレンジック用パスワード解析ソフトウェアPassware Kit Forensic 
に関して、株式会社エージーテック（東京都千代田区、代表取締役CEO: 安藤 由男）と日本国内における独占的販売契
約を締結しました。

Passware Kit Forensic は業界をリードするフォレンジック用パスワード解析ソフトウェアで、政府官公庁、Fortune500 
企業等の大手顧客で利用されています。特に政府官公庁・法執行機関では標準パスワード解析ソフトウェアの一つとし
て幅広く活用されています。またフォレンジック調査解析ソフトウェア分野において高名なEnCase Forensic のガイダン
スソフトウェア社のアクセラレータTACC と連携して、高速なパスワード解析を可能にするソリューションも提供しています。

今後日本国内においては、当社がフォレンジック業界に持つ顧客基盤と豊富な実績を活かし、政府官公庁・法執行機
関や大手企業をターゲットに、輸入元である株式会社エージーテックと協力して拡販していきます。製品の発売開始日は
平成23 年6 月１日。製品の説明は弊社ホームページ http://www.focus-s.com/ をご覧ください。

Passware Inc,について

1998 年に設立、本社はカリフォルニア州マウンテンビュー、開発・エンジニアリング拠点はロシアのモスクワにあります。
顧客にはマイクロソフト, アドビ, アップル, インテル, ウォルマート, HP, デロイト, Ernst & Young,KPMG, PWC, 米国司
法省, 米国上院, NASA, 内国歳入庁などがあります。

株式会社エージーテックについて

1984 年4 月設立以来、組み込み用データベースソフトPervasive PSQL を中心に開発者向け製品を輸入、日本語化、
および販売を行っています。扱っている製品は４つのカテゴリに分けられ、データベース系の主な製品はPervasive 
PSQL（旧Btrieve）、ビジネスインテグレーション＆インテリジェンス系ではデータ監査ツールACL、開発ツール系では、
Merge や BtrieveClasses for .NET など、そしてIT プロフェッショナルツール系ではPassware Windows Key や
WinBatch などを販売しています。

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年７月１日
ガイダンスソフトウェア社と代理店契約締結

最新版EnCase Forensic V7 を7 月1 日販売開始

株式会社フォーカスシステムズ（東京都品川区、代表取締役社長：森啓一）はこの度フォレンジックソフトウェア最大
手である米国ガイダンスソフトウェア社 （Guidance Software Inc, 米国カリフォルニア州パサディナ、CEO: Victor 
Limongelli ）と日本国内における正規販売代理店契約を締結し、7 月1 日よりEnCase Forensic の最新版であるV7 を
販売開始します。

ガイダンスソフトウェア社はフォレンジック業界では世界標準の一つとされるEnCase Forensic の開発元で、世界各国
の警察、法執行機関や大手企業等で幅広く利用されています。また2010 年にはフォレンジック用ハードウェアである書
込み防止用機器・デュプリケーター大手のタブロー社を買収し、顧客に対してソフトウェアとハードウェアを組み合わせ
た統合的ソリューションを提供できるベンダーとなっています。

これまで当社が日本国内のフォレンジック業界において培ってきた強力な顧客基盤と、当社EnCE(EnCaseCertified
Examiner)1の豊富な調査実績を活かし、今後も政府官公庁・法執行機関や大手企業をターゲットに、幅広いソリュー
ションを提案し拡販していきます。

製品の説明は弊社ホームページ http://www.focus-s.com/focus-s/product/02.html をご覧ください。
以上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年８月１日
自己株式の市場買付け及び取得終了に関するお知らせ

当社は、当社株式に対する会社法第１６５条第２項の規定に基づき自己株式取得のための市場買付けを、下
記のとおり実施しましたので、お知らせいたします。

なお、今回の市場買付けをもって、平成２３年４月４日および平成２３年５月３０日開催の取締役会の決議による
上記規定に基づく自己株式の取得を全て終了しましたので、併せてお知らせいたします。

記
１．取得期間 平成２３年７月１日から平成２３年７月３１日まで
２．取得株式数 ６７,０００株
３．取得総額 ３６,６４５,３００円
４．取得方法 大阪証券取引所における市場買付

【ご参考】
１．平成２３年４月４日および平成２３年５月３０日開催の取締役会での授権状況

・ 取得する株式の種類 普通株式
・ 取得する株式の総数 ４００,０００株を上限とする
・ 取得価額の総額 ２００,０００,０００円を上限とする
・ 自己株式取得の日程 平成２３年４月５日～平成２３年７月３１日

２．平成２３年７月３１日までに取得した自己株式の累計
・ 取得株式数 ３３８,３００株
・ 取得総額 １８５,５５０,０００円

３．定款上定めをした日(平成１６年６月２９日)後に取得した自己株式の総数 ３３８,３００株
４．平成２３年７月３１日時点の自己株式の保有

・ 発行済株式総数（自己株式を除く） ７,８０８,１７１株
・ 自己株式数 ３３８,３００株

以 上

当期トピックス当期トピックス
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平成２３年８月４日
自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ

（会社法第１６５条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得）

当社は、平成２３年８月４日開催の取締役会において、会社法第１６５条第３項の規定により読み替え
て適用される同法第１５６条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしましたのでお知ら
せいたします。

記
１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

２．取得の内容
（１）取得対象株式の種類 当社普通株式
（２）取得する株式の総数 ２００,０００株（上限とする）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.56％）
（３）株式の取得価額の総額 １００,０００,０００円（上限とする）
（４）取得する期間 平成２３年８月５日～平成２４年３月３１日

（ご参考）平成２３年８月４日時点の自己株式の保有
発行済株式総数(自己株式を除く) ７,８０８,１７１株
自己株式数 ３３８,３００株

以 上

当期トピックス当期トピックス
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909917885837765従業員数（人）

8,146,4719,195,3659,195,3659,195,3659,195,365発行株式総数（株）

48.8%49.9%48.8%49.1%49.0%自己資本比率（％）

12,456,9039,173,4069,502,81410,400,26511,611,937総資産額（千円）

6,079,1504,575,3504,636,3145,151,6955,684,944純資産額（千円）

1,970,7167,48066,41744,905511,301評価・換算差額等（千円）

4,108,4344,567,8694,569,8965,106,7895,173,643株主資本合計（千円）

-219,226-280,468-244,817-154,759-66,844自己株式（千円）

-46,232-7,084-40,708406,126385,065利益剰余金（千円）

1,468,4711,949,9991,949,9991,949,9991,949,999資本剰余金（千円）

2,905,4222,905,4222,905,4222,905,4222,905,422資本金（千円）

-1.7%-1.0%-4.5%0.9%3.2%売上高純利益（％）

-94,635-50,107-241,11649,877180,568四半期純利益（千円）

-1.7%-2.2%-3.2%0.2%2.2%売上高経常利益率(％）

-94,635-115,555-171,45613,963125,827経常利益(千円）

-1.5%-1.9%-2.8%0.6%2.5%売上高営業利益率（％）

-81,298-99,155-150,33036,157141,759営業利益（千円）

10.6%11.4%11.4%11.0%10.4%販売費及び一般管理費率（％）

593,672599,220614,280627,695589,800販売費及び一般管理費（千円）

90.8%90.5%91.4%88.4%87.1%売上原価率（％）

5,075,7204,772,1334,941,9365,055,2324,928,999売上原価（千円）

60.%-2.5%-5.5%1.0%17.2%売上高増収率（％）

5,588,0955,272,1985,405,8875,719,0855,660,559売上高（千円）

201１/9/302010/9/302009/9/302008/9/302007/9/30個別 半期

第２四半期累計期間第２四半期累計期間 決算データ推移決算データ推移



Copyright Focus Systems Corporation24

通期 2005/3/31 2006/3/31 2007/3/31 2008/3/31 2009/3/31 2010/3/31 2011/3/31

決算年月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月 平成21年3月 平成22年3月 平成23年3月

売上高（千円） 10,170,787 10,270,725 10,965,824 12,251,187 12,041,114 11,702,747 11,401,654

営業利益（千円） 249,743 255,884 301,999 332,158 61,496 127,368 187,847

経常利益(千円） 213,033 208,143 277,239 283,210 13,687 88,538 145,650

当期純利益（千円） -12,179 217,297 182,679 240,970 -155,840 -157,384 86,844

資本金（千円） 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422 2,905,422

発行株式総数（千株） 9,195 9,195 9,195 9,195 9,195 9,195 8,146

純資産額（千円） 4,963,345 5,164,626 5,155,519 5,403,970 4,732,367 4,677,323 5,045,697

総資産額（千円） 12,662,199 12,286,998 11,328,108 10,745,545 9,895,643 9,060,966 10,129,135

1株当たり純資産額（円） 539.78 559.49 566.84 605.70 546.45 540.09 619.37

1株当たり配当額（円） 5.00 10.00 10.00 10.00 0 0 10.00

1株当たり当期純利益（円） -1.33 21.46 20.01 26.68 -17.64 -18.17 10.20

自己資本比率（％） 39.2 42.0 45.5 50.3 47.8 51.6 49.8

自己資本利益率（％） － 4.3 3.5 4.6 － － 1.8

株価収益率（％） － 29.7 18.5 15.4 － － 48.6

配当性向（％） － 46.6 50.0 37.5 － － 98.0

従業員数（人） 704 719 718 768 827 867 895

株価 年度高値(円） 880 997 647 560 537 450 600

株価 年度安値（円） 480 485 345 350 375 211 220

通期通期 決算データ推移決算データ推移
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今後とも、ご指導ご支援のほど
お願い申し上げます。


